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2020年 8月 2日(日)礼拝メッセージ 

聖書箇所：ヨハネ 18章 1～11節（P221） 

タイトル：「わたしがそれだ」 

 

 きょうから、ヨハネの福音書 18章に入ります。主は、この地上に残していく弟子たちに最後の長い説

教をされ、祈りをもって締めくくられると、いよいよ十字架に向かって進んで行かれます。1 節に、「こ

れらのことを話してから、イエスは弟子たちとともに、ギデロンの谷の向こうに出て行かれた。」とある

のは、そのことです。そこでイエスは、ご自身を捕らえにやって来たイスカリオテのユダ率いる一団と対

峙するわけですが、その時の主の態度がすごかった。まさに神としての御力がみなぎっていました。それ

がこの言葉に表れています。「わたしがそれだ」。きょうはこのイエス様の言葉から、私たちのために十字

架に向かって進んで行かれるイエス様のご愛をご一緒に学びたいと思います。 

 

Ⅰ．すべて知っておられたイエス (1-4) 

 

まず 1 節から 4 節までをご覧ください。1 節をお読みします。「これらのことを話してから、イエスは

弟子たちとともに、キデロンの谷の向こうに出て行かれた。そこには園があり、イエスと弟子たちは中に

入られた。」 

 

 これらのことを話してから、イエスは弟子たちとともに、キデロンの谷の向こうに出て行かれました。

そこには園があって、イエスは弟子たちとその園の中に入られました。この園とは、言うまでもなくゲッ

セマネの園です。「ゲッセマネ」とは、「油しぼり」という意味があります。そこはオリーブの木が茂って

いて、そのオリーブの実をしぼってオリーブオイルが作られていたので、そのように呼ばれていました。

そこは、イエスが弟子たちとたびたび集まっていた場所でした。ルカ 22:40には、「いつもの場所に来る

と、イエスは彼らに、「誘惑に陥らないように祈っていなさい」と言われた。」とありますが、イエスはい

つもここで祈りの時を持っておられたのです。 

 

あなたがクリスチャンであれば、あなたにとってもいつもの場所が必要です。私たちは毎日忙しく走り

回って疲れ果てていますが、身も心も元気になるためにいつもの場所に来て、神様との静かな時間を持

つべきです。それがあなたの生活を潤してくれるからです。イエス様のこの地上での生涯は、これを大切

にされました。それは私たちも同じです。私たちも私たちのゲッセマネの園が必要です。そこで定期的に

主と交わり、聖書を読み祈ることによって、神の力を受けることができます。単純なことですが、とても

重要なことです。 

 

イエス様は、そのゲッセマネの園に来られました。ここで最後の祈りをするためです。夜が明けると十

字架に付けられることになります。主はそのことをよくご存知でした。ですから、それは壮絶な祈りの葛

藤だったのです。ルカ 22:44には、「イエスは苦しみもだえて、いよいよ切に祈られた。汗が血のしずく

のように地に落ちた。」とあります。同様のことが、マタイの福音書とマルコの福音書にも詳しく記され

てあります。しかし、ヨハネはそのことについては一切触れずに、別の視点でこのゲッセマネの園での出
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来事を記しています。それは、イエスが神であるという視点です。その権威あるお姿を、このゲッセマネ

の園でも見ることができるのです。それがユダの先導によってやって来た一行にイエスが捕らえられる

というこの出来事なのです。 

 

2 節と 3 節をご覧ください。「一方、イエスを裏切ろうとしていたユダもその場所を知っていた。イエ

スが弟子たちと、たびたびそこに集まっておられたからである。それでユダは、一隊の兵士と、祭司長た

ちやパリサイ人たちから送られた下役たちを連れ、明かりとたいまつと武器を持って、そこにやって来

た。」 

イスカリオテのユダもその場所を知っていました。ですから、最後の晩餐を抜け出した彼は、そこに行

けばイエスを敵の手に渡すことができると思い、銀貨 30枚を払ってくれた祭司長たちやローマの軍隊を

引き連れてやって来たのです。ここに「一隊の兵士」とありますが、これはローマ兵たちのことです。子

の兵士たちは、エルサレムで祭りがあるたびに治安維持のため遣わされていた人たちですが、通常は 600

人で構成されていました。時には 200 人になることもあったようすが、ですから、この兵士とは 200 人

～600人の兵士であったことがわかります。また、「下役たち」とは、ユダヤ教の神殿警備隊のことです。

彼らはたった一人の人を捕まえるために、こんなに大勢でやって来たのです。しかも、彼らは明かりとた

いまつと武器を持っていました。この時は過越の祭りの時で満月に当たりますから、しかもほとんど雨

が降ったり、曇ったりすることがありませんので、明かりやたいまつなど必要ありませんでした。月の明

かりがこうこうと輝いていたからです。それなのに彼らが明かりやたいまつや武器を持ってやって来た

のは、彼らがイエスの力を知っていたからです。死人のラザロさえも生き返らせたお方ですから、力には

力で対抗しようと完全武装し、武器まで手にしてやって来たのです。 

 

そんな彼らに対して、イエスは何と言われましたか。4 節をご覧ください。「イエスはご自分に起ころ

うとしていることをすべて知っておられたので、進み出て、「だれを捜しているのか」と彼らに言われた。」  

そんな彼らに対して、イエスは「だれを捜しているのか」と言われました。普通なら、イスカリオテの

ユダが自分を裏切るために出て行ったとき、おそらくゲッセマネの園に来るだろうと考えて、できるだ

けそこには近寄らないようにするでしょうが、イエスはそこへ来たというだけでなく、自ら進み出て、

「だれを捜しているのか」と言われたのです。なぜでしょうか？それは、イエスがご自分に起ころうとし

ていることをすべて知っておられたからです。 

 

ここに、私たち人間との違いがあることがわかります。私たちはすべてのことを知っているわけではあ

りません。しかし、イエス様はご自分に起ころうしていることをすべて知っておられました。それで、自

ら進み出て、「だれを捜しているのか」と言われたのです。どういうことでしょうか。イエス様はご自分

が十字架につけられることを知っておられたので、そのように言われたということです。えっ、普通なら

逆でしょう。ご自分が十字架につけられるということを知っていれば、どこかに隠れようとするんじゃ

ないですか。しかし、イエス様は逃げも隠れもしませんでした。むしろ、自分から進んで、「だれを捜し

ているのか」と言われたのです。それは、イエスがすべてのことを知っておられたからです。そのすべて

とは、ユダに裏切られて十字架につけられて死なれるということだけでなく、三日目に死人の中からよ

みがえられ、天に昇り、神の右の座に着かれる、というすべてのことです。神の計画のすべてを知ってお
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られました。だから進み出て「だれを捜しているのか」と言われたのです。イエス様はすべてのことを知

っておられ、そのご計画に従ってすべてを導いておられるのです。私たちに必要なのは、このすべてをご

存知であられる主にゆだね、主のみこころのままに生きることです。時として私たちは、自分が願ってい

ることと違ったことが起こる時それを受け入れることができず、嘆いたり悲しんだりするわけですが、

すべてを支配しておられる主が最善に導いてくださると信じて、主に信頼して歩んでいかなければなり

ません。 

 

アウグスティヌスは、私たちの人生を、神が縫われた刺繍のようなものだ、と言いました。裏側からだ

け見ると、ただ糸が絡まり合っているようにしか見えません。いろいろな色の糸が複雑に絡み合ってい

てよく分らないわけですが、しかし、完成して表側を見たときに、ああなるほど、この色、この形、この

表現のためにあそこで糸が切れていたのか。全部このためだったんだということがわかります。それは

私たちの人生も同じで、それがあたかも混沌としているようであっても、神様は私たちの人生に刺繍を

しておられるのです。時にどうして神様は私にこんな事を許されているのだろうと心を痛めることがあ

りますが、それは、まだその事柄を通しての神様の計画全体を見ていないだけであって、やがて具体的に

素晴らしい神様の祝福を見ることになるのです。 

 

リーマンショックの影響である姉妹のご主人が勤務していた会社が、東京地裁に会社更生法の適用を

申請しました。負債総額は 2 兆 3 千億円となり、事業会社としては戦後最大の経営破綻で政府の管理下

になりました。2010年 1月 19日のことです。 

ご主人から「1 万 6 千人がリストラされる。覚悟していてくれ。」と言われた時、目の前が真っ暗にな

りました。それは、3 人に 1 人の割合で、特に 50 歳以上は大半の人が対象になっていたからです。退職

金、企業年金はいったいどうなるのだろう。就職の超氷河期と言われているこの時に、60 歳になるご主

人の再就職は非常に厳しく望めるような状況ではないと不安でいっぱいになりました。 

しかし、そのことを聞いた時、この姉妹から出た言葉は、「37 年間一生懸命働いてくれてありがとう。

本当にありがとう。大丈夫！神様が共におられるから。これから新しい事が始まるのよ。感謝のお祈りを

しましょう。」ということでした。「神様、感謝します。あなたが私達を愛しておられ、良き事の働きのた

めにこの問題が許され、この悪いと思われる事の向こう側に神様の素晴らしい祝福のご計画があります

から感謝します。必ずこの事を通して主の栄光が豊かに現されますからありがとうございます。」と祈る

と心に平安と確信が与えられました。ご主人の目は涙で潤んでいました。 

退職後すぐに就職を支援する人材紹介の会社に登録し、面接の受け方、履歴書の書き方などのセミナー

を受け、今までは採用する側でしたが、される側に一変しました。担当者からは「大卒の就職率が 60％

と言われている中で、60 歳以上の就職は非常に厳しい状況です。お知り合いとか縁故で探されることも

お勧めいたします。」と言われました。まさしく就職の超氷河期でした。 

枯れ葉が舞う頃、以前仕事上で関わったヨーロッパに本社がある外資系の会社から、これからアジアの

働きを強めるために新しいプロジェクトを計画しているので、是非今までのキャリアを生かして働いて

ほしいという話がありました。今までやっていた仕事の経験を活かす事ができ、職場は国際色豊かで、ヨ

ーロッパ出張もあり、自分たちが願っていたことだったので、「やった。ばんざい！神様感謝します。こ

の就職先が主の導きでしたら、必ず決まりますように。御心に従いたいですから私たちにわかるように
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教えて下さい。あなたが私たちを導いておられる最善の計画を歩むことができますように助けてくださ

い。」と祈りました。 

しかし、数日後、勤めようとしていた外資系の会社から、新しいプロジェクトの企画内容、予算を再検

討することになり、時期を遅らせることになりましたと連絡が来ました。そのときは、本当にがっかりし

ましたが、後で振り返ってみると、それはまさに神様からのストップでした。というのは、その年の 11

月 1日にご主人の父親が脳梗塞で倒れて入院し、2週間後母親も心臓疾患で意識不明になり、救急車で大

学病院に運ばれ入院しました。それはかりか、2011年 1月 9日には、実家の父親が天に召されたのです。

ご主人が家にいて何かと助けてくれたので、ご主人のご両親の看病と介護、母親の死の悲しみを乗り越

えることが出来ました。もし最初の話がスムーズに進んでいたら、11 月 1 日からの勤務だったので、と

ても忙しくなっていたはずです。休めるような状況ではありませんでした。神様はすべてをご存じだっ

たのです。 

すると、翌年 1月 19日に１通のメールが届きました。ロンドンに転勤していたとき、家族ぐるみで親

しくさせていただいた方からでした。ある公益法人で民間企業からの優秀な人材を探しているのだが、

働いてみませんかという内容でした。外資系の企業よりもさらに良い条件でした。それはちょうど１年

前の 1月 19日に、ご主人が勤務していた会社が、東京地裁に会社更生法の適用を申請し、ご主人と共に

感謝の祈りをした日でした。 

2月 1日からの勤務と正式に決まり、登録していた人材紹介の会社に就職が決まったことを報告に行き

ました。担当者から「幸運ですね。」と言われた時、ご主人はこう答えました。「妻の祈りです。」 

神様は私達一人ひとりを愛しておられ、私達の人生に素晴らしい計画を用意しておられるのです。それ

はわざわいではなく平安を与える計画であり、将来と希望を与えるためのものです。 

 

リビングプレイズに「御手の中で」という賛美があります。 

1 御手の中で 全ては変わる 賛美に  我が行く道を 導きまたえ あなたの御手の中で 

2  御手の中で 全ては変わる 感謝に 我が行く道に 現したまえ あなたの御手の業を 

順調な時や何かすばらしい出来事が起きた時は、自然と賛美や感謝をすることができますが、試練の時

はなかなかできません。しかし、神はすべてのことを知っておられ、私たちにとって最善に導いておられ

ると信じるなら、自分に訪れた些細な問題と困難に落胆し、絶望しながら生きるのではなく、神様の驚く

べき祝福を感謝しながら生きることができるのではないでしょうか。箴言に「あなたの行くところどこ

においても主を認めよ。そうすれば、主はあなたの道をまっすぐにされる。」(箴言 3:6)とあるとおりで

す。 

 

Ⅱ．わたしがそれだ（5-9） 

 

次に、5節から 9節までをご覧ください。 

「彼らは「ナザレ人イエスを」と答えた。イエスは彼らに「わたしがそれだ」と言われた。イエスを裏切

ろうとしていたユダも彼らと一緒に立っていた。イエスが彼らに「わたしがそれだ」と言われたとき、彼

らは後ずさりし、地に倒れた。イエスがもう一度、「だれを捜しているのか」と問われると、彼らは「ナ

ザレ人イエスを」と言った。イエスは答えられた。「わたしがそれだ、と言ったではないか。わたしを捜
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しているのなら、この人たちは去らせなさい。」これは、「あなたが下さった者たちのうち、わたしは一人

も失わなかった」と、イエスが言われたことばが成就するためであった。」 

 

「だれを捜しているのか」というイエスのことばに対して、彼らが「ナザレ人イエスを」と答えると、

イエスは彼らに、「わたしがそれだ」と言われました。この「わたしはそれだ」という言葉は、イエス様

の神宣言です。ギリシャ語では「エゴー・エイミー」という言葉です。この言葉は、かつてモーセが神様

に名前を尋ねた時、「わたしは「わたしはある」という者である」(出エジプト 3:14)と言われた、あの名

前です。へブル語では「ヤーウェ」と言いますが、それは「あらゆる存在の根源」を意味しています。で

すからここでイエスが「わたしがそれだ」と言われたのは、あの出エジプト記の中で神が「わたしは「わ

たしはある」という者である」と言われた、あの神ご自身であるということだったのです。 

 

それがどういうことなのかを、ヨハネはこの書の中で具体的にこれを 7 回用いて説明してきました。

それが、「わたしがいのちのパンです」(6:35)とか、「わたしは世の光です」(9:5)、「わたしは羊たちの門

です」(10:7)、「わたしは良い牧者です」(10:14)、「わたしはよみがえりです。いのちです。」(11:25)、

「わたしは道であり、真理であり、いのちなのです」(14:6)、「わたしはまことのぶどうの木です」(15:1)

だったのです。ですから、イエス様がここで「わたしがそれだ」と言われたのは、ご自分こそ「わたしは

ある」というお方であり、すべての存在の根源であられる方、神ご自身であるということだったのです。

ですから、イエスは、「わたしと父とは一つです。」(10:31)と言われたのです。また、「わたしを見た人は、

父を見たのです。」(14:9)と言われたのです。イエス様を見れば、まことの神がどのような方であるかが

わかります。彼らは「ナザレ人イエス」を捜していましたが、そのナザレ人イエスは、まさに神ご自身で

あられたのです。 

 

そのことばを聞いた時、彼らはどうなりましたか？6 節を見ると、「彼らは後ずさりし、地に倒れた」

とあります。どういうことですか？その圧倒的な権威あることばに、ドミノ倒しのように後ずさりして、

そこに倒れてしまったのです。何百人という完全武装したローマの兵士とユダヤの神殿警備隊が、何の

武器も持っていなかった一人の人の声によってバタバタと倒れたのです。それだけイエス様の声には低

音の響きがあったということではありません。それほど権威があったということです。それはこの天地

を創造された時の権威でした。神が「光よ、あれ」と命じると、光ができました。この神とは、創世記 1:26

に「われわれのかたちに人を造ろう」とあるように、三位一体の神です。父と子と聖霊の三位一体の神が、

天地創造に関与しておられました。ですから、それはイエスのことばでもあったのです。イエス様が「光

よ、あれ」と命じると光ができました。「大空よ、水の真っただ中にあれ。」と命じると、そのようになっ

たのです。私がどんなに「・・あれ」と言っても何も出てきませんが、神が「水には生き物が群がれ。鳥

は地の上、天の大空を飛べ。」と命じると、そのようになったのです。神のことば、キリストのことばに

は、それほどの権威があるのです。 

 

それは主イエスの公生涯を見てもわかります。イエスがある安息日にカペナウムの会堂で教えられる

と、人々はその教えに驚きました。権威があったからです。それは単なる良いお話しだったとか、感動的

な話であったというのではありません。権威ある教えだったのです。また、そこに汚れた霊につかれてい
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た人がいましたが、イエスがその悪霊を叱って「この人から出て行け」と言われると、悪霊はたちまちそ

の人から出て行きました。また、そのことばは、病気で死にかかっていた王室の役人の息子を癒しまし

た。まだ家までは遠く離れていましたが、「あなたの息子は治ります」と言われたとき、息子は癒された

のです。また、イエスのことばには自然界も従いました。イエス様が「嵐よ、静まれ」と命じると、風は

やみ、すっかり凪になりました。また、死んで四日も経っていたラザロに「出て来なさい」と命じると、

死んだラザロが、手と足を長い布で巻かれたまま出て来ました。イエスの言葉は、死人さえも生き返らせ

ることができたのです。なぜこのようなことができたのでしょうか。イエスは神であり、そのことばには

絶対的な権威があったからです。 

 

その神の名が、それを聞いた捕縛者たち一行を圧倒したのです。彼らがあとずさりし、地に倒れてしま

ったのは、そのためでした。この天地万物の創造者であり支配者であられる神の御前に、完全武装したロ

ーマの軍隊もユダヤ教の権威を持った人々も、全く無力であったのです。それはまた、この方を信じる者

には、その権威が与えられているということを示しています。私たちは本当に無力な者であり、信仰の弱

い者ですが、この御名を信じた者として、この権威が与えられているのです。このことを信じましょう。

そして、「これこそ、御子が私たちに約束してくださったもの、永遠のいのちです。」(Ⅰヨハネ 2:25)と

あるように、私たちの中に、この主が働いておられることを感謝しましょう。そして、この事実を信じる

ことによって、神様が約束してくださった永遠のいのちの祝福を受ける者となろうではありませんか。 

 

7節から 9節をご覧ください。「イエスがもう一度、「だれを捜しているのか」と問われると、彼らは「ナ

ザレ人イエスを」と言った。イエスは答えられた。「わたしがそれだ、と言ったではないか。わたしを捜

しているのなら、この人たちは去らせなさい。」これは、「あなたが下さった者たちのうち、わたしは一人

も失わなかった」と、イエスが言われたことばが成就するためであった。」 

 

ご自分を捕らえにやって来た者たちにイエスは「だれを捜しているのか」と問われましたが、それはご

自分が神であることを宣言し、彼らにその権威を示すためでした。しかし、ここでイエス様はもう一度彼

らに同じことを尋ねています。「だれを捜しているのか」。なぜでしょうか。それは、弟子たちを守るため

でした。彼らが「ナザレ人イエスを」と答えると、イエス様は、「それはわたしだ」と言ったではないか

と言われました。そして、「わたしを捜しているのなら、この人たちを去らせなさい。」と言われました。

イエス様は最後までご自分の弟子たちを守ろうとされたのです。この人たちを去らせなさい。私だけで

十分でしょう。それは 9節にあるように、「あなたがくださったものたちのうち、わたしは一人も失わな

かった」と、イエスが言われたことばが成就するためでした。これは、イエス様が 17:12で言われたこと

です。イエス様は弟子たちのために祈られました。「わたしはあなたが下さったあなたの御名によって、

彼らを守りました。わたしが彼らを保ったので、彼らのうちだれも滅びた者はなく、ただ滅びの子が滅び

ました。」この祈りが成就するためです。 

 

この時、弟子たちの信仰はまだ弱いものでした。もしも彼らがこの時イエス様と一緒に捕らえられてし

まったらなら、一も二もなく信仰を捨ててしまったことでしょう。そういうことがないように、彼らを守

られたのです。Ⅰコリント 10:13にはこうあります。 
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「あなたがたが経験した試練はみな、人の知らないものではありません。神は真実な方です。あなたが

たを耐えられない試練にあわせることはなさいません。むしろ、耐えられるように、試練とともに脱出の

道も備えていてくださいます。」 

イエス様は、弟子たちが耐えられないような試練に会わせられませんでした。むしろ、耐えられるよう

に、試練とともに脱出の道を用意しておられたのです。 

 

皆さんもよくご存知の競泳の池江璃花子選手は、数々の競泳の日本記録を更新し、2018 年にジャカル

タで開かれたアジア大会では 6 種目で優勝。日本人初となるアジア競技大会 6 冠を達成し、大会 MVP に

輝きました。しかし、その半年後の 2019年 2月、私たちは信じられないニュースを知りました。その池

江選手が白血病と診断されて入院したというのです。東京オリンピックを翌年に控えてのことでした。

本人としてはどれほどショックだったことでしょう。しかし、その時池江選手が語ったことは、神様は、

耐えられない試練に会わせることはなさらないという、この聖書のことばでした。どなたかから聞いた

励ましの言葉だったのかもしれません。この言葉は、立ちあがることができないほどの絶望の中でどれ

ほど彼女を支えてくれたことかと思います。 

その約束の言葉に支えられ、10 か月に及ぶ入院生活を経て、去年末に退院すると、競技への復帰を目

指して少しずつトレーニングを再開しました。そして、先月 2日、退院後初めてプールで練習する様子を

報道陣に公開しましたが、そこで池江さんが語ったことは、「心から楽しんで水泳ができています。」とい

う素直な喜びでした。そして、「日に日に力がついている実感があり、自分が中学 1年生とか 2年生くら

いのときの泳力まで戻ってきたと思います。」と話すぐらいにまで回復したのです。そのうえで、闘病生

活を踏まえて「元には戻れないかもしれないと思うこともありますが、病気になっても、また強くなれる

ということを知ってもらいたいです。」ということでした。それが、彼女が競技への復帰を目指す理由だ

ったのです。 

先月 4 日は彼女の 20 歳の誕生日でしたが、彼女はその抱負を次のように語りました。「大人の第一歩

だと思うので自覚を持ちたいです。自分の意思を持った、内面的に強い女性になりたいです。」すばらし

いですね。内面的に強い女性になりたい。これこそ神が用意してくださった脱出の道ではないかと思い

ました。確かにオリンピックに出場することもすばらしいことですが、それ以上に一人の人間として、一

人の女性として内面的に強い人になりたいと語ることができるのは、競泳をすること以上に大切なもの

を見出したからではないでしょうか。神は真実な方ですから、あなたがたを耐えられない試練にあわせ

ることはなさいません。むしろ、耐えられるように、試練とともに脱出の道も備えていてくださるので

す。 

 

それは私たちも同じで、私たちも振われたり、打ちのめされたりすることがありますが、全く滅ぼされ

ることはありません。ノックダウンすることはあっても、ノックアウトすることはないのです。それは、

私たちの主イエスが私たち一人一人をやさしく見守り、優れた医者のように確かな技術をもって、私た

ちが耐えられる試練の分量というものを正しく量られるからです。そして、ヨハネ 10:28に、「わたしは

彼らに永遠のいのちを与えます。彼らは永遠に、決して滅びることがなく、また、だれも彼らをわたしの

手から奪い去りはしません。」とあるように、ご自身の民を永遠に守ってくださるからです。あなたをイ

エス・キリストの手から奪い去るものは何もありません。ですから、最もひどい暗黒の中にいるようで
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も、イエス様の目があなたに注がれているということを覚え、どんなことがあっても守られていること

を信じて、この方にすべてをゆだねようではありませんか。 

 

Ⅲ．剣をさやに収めなさい（10-11） 

 

最後に、10-11 節を見て終わりたいと思います。「シモン・ペテロは剣を持っていたので、それを抜い

て、大祭司のしもべに切りかかり、右の耳を切り落とした。そのしもべの名はマルコスであった。イエス

はペテロに言われた。「剣をさやに収めなさい。父がわたしに下さった杯を飲まずにいられるだろうか。」」 

 

ところが、シモン・ペテロが持っていた剣を抜いて、大祭司のしもべに切りかかり、右の耳を切り落と

してしまいました。せっかくイエス様が彼らを守られたのに、ここでペテロは、またまた早まったことを

してしまいました。彼はどちらかというと衝動的なタイプの人間でした。すぐに反応しちゃう人ですね。

そういう人がいます。何でも反応してしまう人です。こういう人はいいとこともありますが、失敗も多い

のです。私もペテロのような人間なので、彼の気持ちが手に取るようにわかるような気がします。彼は、

最後の晩餐の席上「あなたのためなら、いのちも捨てます。」(13:37)と言いましたが、それは彼の本心だ

ったでしょう。そして、大勢の人たちがイエス様を捕らえに来たときは、それを証明する絶好の機会だと

思ったに違いありません。だからこそ、大祭司のしもべマルコスに襲いかかったのです。本当は頭をねら

ったのでしょうが、外してしまいました。それで右の耳を切り落としたのです。それでも彼がイエス様の

一番弟子であったことは、私たちにとって大きな励ましではないでしょうか。というのは、私たちもたく

さんの失敗をしますが、イエス様は最後までその失敗をカバーして下さるからです。 

 

すると、イエス様はペテロにこう言われました。「剣をさやに収めなさい。」どういうことでしょうか？

剣は本当の解決をもたらさないということです。本当の解決、本当の平和は、イエス・キリストによって

もたらされます。ペテロは剣でイエス様を守ろうとしましたが、イエス様はその剣を必要とされません

でした。イエス様が成さろうと思えば、何十万という天の軍勢さえも呼ぶことが出来ましたが、イエス様

はそのようにはなさいませんでした。そのようなものは本当の解決にならないということを知っておら

れたからです。 

 

ヨハネは触れていませんが、ルカの福音書を見ると、その切られた耳がどうなったかが記されてありま

す。ルカは医者でしたから、その耳がどうなったのか気になったのでしょう。そしてルカによると、「や

めなさい。そこまでにしなさい。」と言われると、イエス様はその耳にさわって彼を癒された、とありま

す(22:51)。イエス様の最後の奇跡は、ペテロの失敗をカバーするものでした。そして、敵の耳を癒され

たのです。なぜ？そうでないと、ペテロが捕らえられて殺されてしまうからです。イエス様はペテロを最

後まで守られたのです。 

 

そしてこう言われました。「父がわたしに下さった杯を飲まずにいられるだろうか。」どういうことで

すか？これこそ、真の解決、本当の平和をもたらすものであるということです。「杯」とは祝福を分かち

合うものですが、ここでは神の怒り、神のさばき、苦しみを表現しています。つまり、この杯とは十字架
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の苦難のことを指していたのです。この杯を飲まなければ本当の平和はもたらされないということです。

なぜなら、聖書には「義人はいない、一人もいない。」とあるからです。すべての人が罪を犯したので、

神のさばきを受けなければなりません。しかし、あわれみ深い神様は、私たちがそのさばきを受けること

がないように、ご自身の御子イエス・キリストをこの世に遣わしてくださいました。それは、私たちの罪

の身代わりとなって十字架で死んでくださるためです。イエス様は、本来私たちが受けなければならな

い神の怒りを、代わりに十字架で受けてくださったのです。それはこの御子を信じる者が一人として滅

びることなく、永遠のいのちを持つためです。これが十字架の意味です。御子を信じる者はさばかれませ

ん。御子が代わりにさばきを受けてくださったからです。神の怒りと神のさばきの杯を飲み干してくだ

さいました。だから、イエス・キリストにある者は決してさばかれることがないのです。罪に対する神の

怒りはもう残っていません。イエス様は十字架の上で「完了した」と宣言されました。私たちの罪の贖い

は完全に成し遂げられたのです。ですから、この方を信じる者は、だれでも救われるのです。イエス様が

飲み干してくださった杯こそ、私たちのすべての問題に対する解決です。あなたの問題の真の解決はこ

こにあるのです。 

 

それなのに、どうしてあなたは剣を抜いて戦おうとするのですか。イエス様があなたのために十字架と

いう杯を飲み干してくださったのです。あなたがどんな絶望の中にあっても、イエス様の十字架のもと

にゆくならば、永遠のいのちと永遠の愛、永遠の希望を受けることができます。それによって、神なき望

みなき人間から、神様に愛されている子どもとして、新しく生まれ変わることができるのです。言い換え

れば、それは人間性の回復でもあります。神なき望みなき状態が、いかに人間性を損なっていたことでし

ょうか。そのことによって、私たちは理性も、感情も、常に恐れや不安や絶望に支配され、真の愛を知ら

ず、真の希望を知らず、真の喜びを知らない者でありました。たとえば戦争もそうです。平和を維持する

ためにはもっともっと強力な武力を装備しなければいけない。こうした矛盾したことを、誰もが信じて

疑いません。これが神なき望みなき人間の理性です。 

 

 しかし、私たちがイエス・キリストの十字架のもとで、独り子を惜しまず与えてくださった神様の偉大

な愛に出会うならば、恐れや不安は消え去ります。そして、愛すること、信じること、生きる喜びを知る

のです。そして今までとは何もかも違ってきます。平和のためには赦すこと、武装を解除することである

という、考えてみれば当たり前のことですが、そうした理性が取り戻されるのです。私たちの犯してきた

罪が消えてなくなるわけではありませんが、そのことは私たちを絶望に陥れるのではなく、このような

者をも愛してくださった神の愛の大きさを讃える源となるのです。 

 

 パウロは、このようにまったく生まれ変わった人間の一人でした。キリスト教を憎み、教会を迫害し、

クリスチャンを捕らえて牢屋に放り込むことを信仰だと思って生きていたパウロが、逆にイエス・キリ

ストの福音を世界中に伝える人となったのです。パウロはこのように言いました。 

「だれでもキリストのうちにあるなら、その人は新しく造られた者です。古いものは過ぎ去って、見

よ、すべてが新しくなりました。」(Ⅱコリント 5:17)  

これが神の約束です。確かに、信じてからも罪を犯します。私たちは弱さのゆえにこういうこともあり

ますが、しかし、「御子イエスの血がすべての罪から私たちをきよめてくださいます。」(Ⅰヨハネ 1:7) 
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だれでもキリストのうちにあるなら、その人は新しく造られた者です。これこそ真の救い、真の平和、真

の解決ではないでしょうか。私たちが今まで何をしてきたか、今何ができるか、これから何ができるの

か。そういうことに関わらず、神様が私たちを愛してくださっている。その神様の愛を信じて、希望を持

つことができるのです。困難がないわけではありません。悩みがないわけではありません。しかし、神様

がともにおられることを知り、希望をもって困難に立ち向かうことができるのです。私たちをこのよう

な人間として生まれ変わらせてくださる救いが、われらの主イエス・キリストの十字架にはあるのです。

これが、私たちの人生における最大の祝福です。私たちの人生における最大の祝福は、罪が赦されている

ということなのですから。 

 

イエス様はそのためにこの杯を飲み干してくださいました。あとはそれを受け取るだけでいいのです。

信じるだけです。イエス様の救いを信じなければなりません。ここに救いがあるということをどうぞ信

じてください。自分の生き方を変えず、自分の好きなことだけをしようという決心は、この世の不幸の大

きな原因でしかありません。どうしてあなたの問題を人間の思いや考えで解決しようとするのですか。

それは、ペテロが剣で大祭司のしもべの耳を切り落としたことと同じです。そこには何の解決もありま

せん。真の解決は、イエス・キリストの十字架を信じることです。そうすれば、あなたのすべての理解を

超えた神の平安が、あなたの心と思いをキリスト・イエスにあって守ってくれます。 

 

あなたの人生の旅路のあらゆる段階で、「主よ。あなたのみこころのものを私にお与えください。あな

たのみこころとするところに行かせてください。みこころのままに私を扱ってください。私の思いでは

なく、あなたのみこころだけがなりますように。」と祈りましょう。剣ではなく、主の杯を受けましょう。

私たちの主イエスは、「わたしはそれだ」と言われる方です。そして、あなたのために十字架の杯を飲み

干してくださいました。私たちが真に頼るべきお方は、あなたのために十字架にかかり、あなたの救いを

成し遂げてくださったイエス・キリストなのです。 


